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(57)【要約】
【課題】エッジホストエリア間を移動する端末装置がサ
ービスの提供を受けるエッジホストサーバを、移動前の
エッジホストエリアのエッジホストサーバから移動先の
エッジホストエリアのエッジホストサーバに切り替える
までの時間を短縮すること。
【解決手段】端末装置にサービスを提供する機能を有す
るエッジホストサーバが配置される複数のエッジホスト
エリアを有する通信サービスシステムは、エッジホスト
エリア間を移動する端末装置が、サービスの提供を受け
るエッジホストサーバを、移動元のエッジホストエリア
のエッジホストサーバから移動先のエッジホストエリア
のエッジホストサーバに切り替えるためのサーバ切替通
知を行う。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　端末装置にサービスを提供する機能を有するエッジホストサーバが配置される複数のエ
ッジホストエリアを有する通信サービスシステムであり、
　前記エッジホストエリア間を移動する前記端末装置が、前記サービスの提供を受ける前
記エッジホストサーバを、移動元の前記エッジホストエリアの前記エッジホストサーバか
ら移動先の前記エッジホストエリアの前記エッジホストサーバに切り替えるためのサーバ
切替通知を行うサーバ切替通知部、
　を備える通信サービスシステム。
【請求項２】
　前記サーバ切替通知は、切り替え先の前記エッジホストサーバのＩＰアドレスの通知で
ある、
　請求項１に記載の通信サービスシステム。
【請求項３】
　前記サーバ切替通知は、切り替え先の前記エッジホストサーバのＩＰアドレスの解決を
指示する通知である、
　請求項１に記載の通信サービスシステム。
【請求項４】
　前記サーバ切替通知部は、前記端末装置が移動する前記エッジホストエリア間で前記端
末装置に提供する前記サービスのサービスハンドオーバ処理が完了してから前記サーバ切
替通知を行う、
　請求項１から３のいずれか１項に記載の通信サービスシステム。
【請求項５】
　端末装置にサービスを提供する機能を有するエッジホストサーバが配置される複数のエ
ッジホストエリアを有する通信サービスシステムにおいて、前記サービスの提供を受ける
前記端末装置であり、
　前記エッジホストエリア間を移動する前記端末装置が、前記サービスの提供を受ける前
記エッジホストサーバを、移動元の前記エッジホストエリアの前記エッジホストサーバか
ら移動先の前記エッジホストエリアの前記エッジホストサーバに切り替えるためのサーバ
切替通知を受信した場合に、前記サーバ切替通知に基づいて、前記サービスの提供を受け
る前記エッジホストサーバの切り替え処理を実行する、
　端末装置。
【請求項６】
　端末装置にサービスを提供する機能を有するエッジホストサーバが配置される複数のエ
ッジホストエリアを有する通信サービスシステムにおいて、前記端末装置の通信経路の制
御を行う制御装置であり、
　前記端末装置が無線基地局間ハンドオーバによって前記エッジホストエリア間を移動す
る場合に、前記端末装置が、前記サービスの提供を受ける前記エッジホストサーバを、移
動元の前記エッジホストエリアの前記エッジホストサーバから移動先の前記エッジホスト
エリアの前記エッジホストサーバに切り替えるためのサーバ切替通知を行うサーバ切替通
知部、
　を備える制御装置。
【請求項７】
　端末装置にサービスを提供する機能を有するエッジホストサーバが配置される複数のエ
ッジホストエリアを有する通信サービスシステムにおいて、前記エッジホストサーバの管
理を行うサービス管理装置であり、
　前記エッジホストエリア間を移動する前記端末装置が、前記サービスの提供を受ける前
記エッジホストサーバを、移動元の前記エッジホストエリアの前記エッジホストサーバか
ら移動先の前記エッジホストエリアの前記エッジホストサーバに切り替えるためのサーバ
切替通知を、前記端末装置が移動する前記エッジホストエリア間で前記端末装置に提供す
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る前記サービスのサービスハンドオーバ処理が完了してから行うサーバ切替通知部へ、
　前記サービスハンドオーバ処理が完了したことを通知する、
　サービス管理装置。
【請求項８】
　端末装置にサービスを提供する機能を有するエッジホストサーバが配置される複数のエ
ッジホストエリアを有する通信サービスシステムの前記エッジホストサーバであり、
　前記端末装置が前記エッジホストエリア間を移動する無線基地局間ハンドオーバを行う
ハンドオーバイベント通知を受信した場合に、前記ハンドオーバイベント通知に基づいて
、前記端末装置が、前記サービスの提供を受ける前記エッジホストサーバを、移動元の前
記エッジホストエリアの前記エッジホストサーバから移動先の前記エッジホストエリアの
前記エッジホストサーバに切り替えるためのサーバ切替通知を行うサーバ切替通知部、
　を備えるエッジホストサーバ。
【請求項９】
　端末装置にサービスを提供する機能を有するエッジホストサーバが配置される複数のエ
ッジホストエリアを有する通信サービスシステムの通信制御方法であり、
　前記エッジホストエリア間を移動する前記端末装置が、前記サービスの提供を受ける前
記エッジホストサーバを、移動元の前記エッジホストエリアの前記エッジホストサーバか
ら移動先の前記エッジホストエリアの前記エッジホストサーバに切り替えるためのサーバ
切替通知を行うサーバ切替通知ステップ、
　を含む通信制御方法。
【請求項１０】
　端末装置にサービスを提供する機能を有するエッジホストサーバが配置される複数のエ
ッジホストエリアを有する通信サービスシステムにおいて、前記サービスの提供を受ける
前記端末装置のコンピュータに、
　前記エッジホストエリア間を移動する前記端末装置が、前記サービスの提供を受ける前
記エッジホストサーバを、移動元の前記エッジホストエリアの前記エッジホストサーバか
ら移動先の前記エッジホストエリアの前記エッジホストサーバに切り替えるためのサーバ
切替通知を受信した場合に、前記サーバ切替通知に基づいて、前記サービスの提供を受け
る前記エッジホストサーバの切り替え処理を実行するサーバ切替機能、
　を実現させるためのコンピュータプログラム。
【請求項１１】
　端末装置にサービスを提供する機能を有するエッジホストサーバが配置される複数のエ
ッジホストエリアを有する通信サービスシステムにおいて、前記端末装置の通信経路の制
御を行う制御装置のコンピュータに、
　前記端末装置が無線基地局間ハンドオーバによって前記エッジホストエリア間を移動す
る場合に、前記端末装置が、前記サービスの提供を受ける前記エッジホストサーバを、移
動元の前記エッジホストエリアの前記エッジホストサーバから移動先の前記エッジホスト
エリアの前記エッジホストサーバに切り替えるためのサーバ切替通知を行うサーバ切替通
知機能、
　を実現させるためのコンピュータプログラム。
【請求項１２】
　端末装置にサービスを提供する機能を有するエッジホストサーバが配置される複数のエ
ッジホストエリアを有する通信サービスシステムにおいて、前記エッジホストサーバの管
理を行うサービス管理装置のコンピュータに、
　前記エッジホストエリア間を移動する前記端末装置が、前記サービスの提供を受ける前
記エッジホストサーバを、移動元の前記エッジホストエリアの前記エッジホストサーバか
ら移動先の前記エッジホストエリアの前記エッジホストサーバに切り替えるためのサーバ
切替通知を、前記端末装置が移動する前記エッジホストエリア間で前記端末装置に提供す
る前記サービスのサービスハンドオーバ処理が完了してから行うサーバ切替通知部へ、
　前記サービスハンドオーバ処理が完了したことを通知する機能、
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　を実現させるためのコンピュータプログラム。
【請求項１３】
　端末装置にサービスを提供する機能を有するエッジホストサーバが配置される複数のエ
ッジホストエリアを有する通信サービスシステムの前記エッジホストサーバのコンピュー
タに、
　前記端末装置が前記エッジホストエリア間を移動する無線基地局間ハンドオーバを行う
ハンドオーバイベント通知を受信した場合に、前記ハンドオーバイベント通知に基づいて
、前記端末装置が、前記サービスの提供を受ける前記エッジホストサーバを、移動元の前
記エッジホストエリアの前記エッジホストサーバから移動先の前記エッジホストエリアの
前記エッジホストサーバに切り替えるためのサーバ切替通知を行うサーバ切替通知機能、
　を実現させるためのコンピュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、通信サービスシステム、端末装置、制御装置、サービス管理装置、エッジホ
ストサーバ、通信制御方法及びコンピュータプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、アプリケーションのサービスを端末装置に提供するホストサーバの機能を複数の
エッジホストエリアに分散配置するエッジコンピューティングを適用したモバイル通信網
において、端末装置の移動に伴うエッジホストエリア間のサービスの継続性を実現するた
めの技術が、例えば特許文献１に記載されている。特許文献１に記載の技術では、２つ以
上のモバイルエッジコンピューティングゾーン（ＭＥＣゾーン）から成るモバイル通信網
において、端末装置が第１のＭＥＣゾーンから第２のＭＥＣゾーンに移動した際に、第１
のＭＥＣゾーンが端末装置に提供していたアプリケーションのセッションを、ＥＰＣＭ（
Edge Processing Connectivity Manager）を介して、第２のＭＥＣゾーンに引き渡す。こ
れにより、端末装置に対してサーバ側と端末側のアプリケーション機能の継続性を提供す
るようにしている。
【０００３】
　また、非特許文献１には、標準化団体である３ＧＰＰ（3rd Generation Partnership P
roject）が規定するモバイル通信網において、端末装置の移動に伴い、端末装置が接続す
る無線基地局やホストサーバまでの通信経路を切り替える手順が規定されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】米国特許出願公開第２０１７／０１１８３１１号明細書
【非特許文献】
【０００５】
【非特許文献１】3GPP TS23.502, “Procedures for the 5G System”, V15.0.0, 2017-1
2
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかし、上述した特許文献１に記載の技術では、端末装置は、ＭＥＣゾーン間を移動し
た際、移動先のＭＥＣゾーンのホストサーバのＩＰ（Internet Protocol）アドレスを直
ぐに取得できない。このため、端末装置は、移動先のＭＥＣゾーンに在っても、通信距離
が比較的遠い移動元のＭＥＣゾーンのホストサーバから引き続きサービスの提供を一定期
間受けることになる。これは、端末装置にとって、ホストサーバとの間の通信遅延時間が
比較的長くなるので、アプリケーションの処理遅延が増大する可能性があった。
【０００７】
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　また、非特許文献１には、端末装置の移動に伴って端末装置にサービスを提供するホス
トサーバを端末装置に切り替えさせる手順は記載されていない。
【０００８】
　本発明は、このような事情を考慮してなされたものであり、その目的は、エッジホスト
エリア間を移動する端末装置がサービスの提供を受けるエッジホストサーバを、移動前の
エッジホストエリアのエッジホストサーバから移動先のエッジホストエリアのエッジホス
トサーバに切り替えるまでの時間を短縮することを図ることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
（１）本発明の一態様は、端末装置にサービスを提供する機能を有するエッジホストサー
バが配置される複数のエッジホストエリアを有する通信サービスシステムであり、前記エ
ッジホストエリア間を移動する前記端末装置が、前記サービスの提供を受ける前記エッジ
ホストサーバを、移動元の前記エッジホストエリアの前記エッジホストサーバから移動先
の前記エッジホストエリアの前記エッジホストサーバに切り替えるためのサーバ切替通知
を行うサーバ切替通知部、を備える通信サービスシステムである。
（２）本発明の一態様は、前記サーバ切替通知は、切り替え先の前記エッジホストサーバ
のＩＰアドレスの通知である、上記（１）の通信サービスシステムである。
（３）本発明の一態様は、前記サーバ切替通知は、切り替え先の前記エッジホストサーバ
のＩＰアドレスの解決を指示する通知である、上記（１）の通信サービスシステムである
。
（４）本発明の一態様は、前記サーバ切替通知部は、前記端末装置が移動する前記エッジ
ホストエリア間で前記端末装置に提供する前記サービスのサービスハンドオーバ処理が完
了してから前記サーバ切替通知を行う、上記（１）から（３）のいずれかの通信サービス
システムである。
【００１０】
（５）本発明の一態様は、端末装置にサービスを提供する機能を有するエッジホストサー
バが配置される複数のエッジホストエリアを有する通信サービスシステムにおいて、前記
サービスの提供を受ける前記端末装置であり、前記エッジホストエリア間を移動する前記
端末装置が、前記サービスの提供を受ける前記エッジホストサーバを、移動元の前記エッ
ジホストエリアの前記エッジホストサーバから移動先の前記エッジホストエリアの前記エ
ッジホストサーバに切り替えるためのサーバ切替通知を受信した場合に、前記サーバ切替
通知に基づいて、前記サービスの提供を受ける前記エッジホストサーバの切り替え処理を
実行する、端末装置である。
【００１１】
（６）本発明の一態様は、端末装置にサービスを提供する機能を有するエッジホストサー
バが配置される複数のエッジホストエリアを有する通信サービスシステムにおいて、前記
端末装置の通信経路の制御を行う制御装置であり、前記端末装置が無線基地局間ハンドオ
ーバによって前記エッジホストエリア間を移動する場合に、前記端末装置が、前記サービ
スの提供を受ける前記エッジホストサーバを、移動元の前記エッジホストエリアの前記エ
ッジホストサーバから移動先の前記エッジホストエリアの前記エッジホストサーバに切り
替えるためのサーバ切替通知を行うサーバ切替通知部、を備える制御装置である。
【００１２】
（７）本発明の一態様は、端末装置にサービスを提供する機能を有するエッジホストサー
バが配置される複数のエッジホストエリアを有する通信サービスシステムにおいて、前記
エッジホストサーバの管理を行うサービス管理装置であり、前記エッジホストエリア間を
移動する前記端末装置が、前記サービスの提供を受ける前記エッジホストサーバを、移動
元の前記エッジホストエリアの前記エッジホストサーバから移動先の前記エッジホストエ
リアの前記エッジホストサーバに切り替えるためのサーバ切替通知を、前記端末装置が移
動する前記エッジホストエリア間で前記端末装置に提供する前記サービスのサービスハン
ドオーバ処理が完了してから行うサーバ切替通知部へ、前記サービスハンドオーバ処理が
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完了したことを通知する、サービス管理装置である。
【００１３】
（８）本発明の一態様は、端末装置にサービスを提供する機能を有するエッジホストサー
バが配置される複数のエッジホストエリアを有する通信サービスシステムの前記エッジホ
ストサーバであり、前記端末装置が前記エッジホストエリア間を移動する無線基地局間ハ
ンドオーバを行うハンドオーバイベント通知を受信した場合に、前記ハンドオーバイベン
ト通知に基づいて、前記端末装置が、前記サービスの提供を受ける前記エッジホストサー
バを、移動元の前記エッジホストエリアの前記エッジホストサーバから移動先の前記エッ
ジホストエリアの前記エッジホストサーバに切り替えるためのサーバ切替通知を行うサー
バ切替通知部、を備えるエッジホストサーバである。
【００１４】
（９）本発明の一態様は、端末装置にサービスを提供する機能を有するエッジホストサー
バが配置される複数のエッジホストエリアを有する通信サービスシステムの通信制御方法
であり、前記エッジホストエリア間を移動する前記端末装置が、前記サービスの提供を受
ける前記エッジホストサーバを、移動元の前記エッジホストエリアの前記エッジホストサ
ーバから移動先の前記エッジホストエリアの前記エッジホストサーバに切り替えるための
サーバ切替通知を行うサーバ切替通知ステップ、を含む通信制御方法である。
【００１５】
（１０）本発明の一態様は、端末装置にサービスを提供する機能を有するエッジホストサ
ーバが配置される複数のエッジホストエリアを有する通信サービスシステムにおいて、前
記サービスの提供を受ける前記端末装置のコンピュータに、前記エッジホストエリア間を
移動する前記端末装置が、前記サービスの提供を受ける前記エッジホストサーバを、移動
元の前記エッジホストエリアの前記エッジホストサーバから移動先の前記エッジホストエ
リアの前記エッジホストサーバに切り替えるためのサーバ切替通知を受信した場合に、前
記サーバ切替通知に基づいて、前記サービスの提供を受ける前記エッジホストサーバの切
り替え処理を実行するサーバ切替機能、を実現させるためのコンピュータプログラムであ
る。
【００１６】
（１１）本発明の一態様は、端末装置にサービスを提供する機能を有するエッジホストサ
ーバが配置される複数のエッジホストエリアを有する通信サービスシステムにおいて、前
記端末装置の通信経路の制御を行う制御装置のコンピュータに、前記端末装置が無線基地
局間ハンドオーバによって前記エッジホストエリア間を移動する場合に、前記端末装置が
、前記サービスの提供を受ける前記エッジホストサーバを、移動元の前記エッジホストエ
リアの前記エッジホストサーバから移動先の前記エッジホストエリアの前記エッジホスト
サーバに切り替えるためのサーバ切替通知を行うサーバ切替通知機能、を実現させるため
のコンピュータプログラムである。
【００１７】
（１２）本発明の一態様は、端末装置にサービスを提供する機能を有するエッジホストサ
ーバが配置される複数のエッジホストエリアを有する通信サービスシステムにおいて、前
記エッジホストサーバの管理を行うサービス管理装置のコンピュータに、前記エッジホス
トエリア間を移動する前記端末装置が、前記サービスの提供を受ける前記エッジホストサ
ーバを、移動元の前記エッジホストエリアの前記エッジホストサーバから移動先の前記エ
ッジホストエリアの前記エッジホストサーバに切り替えるためのサーバ切替通知を、前記
端末装置が移動する前記エッジホストエリア間で前記端末装置に提供する前記サービスの
サービスハンドオーバ処理が完了してから行うサーバ切替通知部へ、前記サービスハンド
オーバ処理が完了したことを通知する機能、を実現させるためのコンピュータプログラム
である。
【００１８】
（１３）本発明の一態様は、端末装置にサービスを提供する機能を有するエッジホストサ
ーバが配置される複数のエッジホストエリアを有する通信サービスシステムの前記エッジ
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ホストサーバのコンピュータに、前記端末装置が前記エッジホストエリア間を移動する無
線基地局間ハンドオーバを行うハンドオーバイベント通知を受信した場合に、前記ハンド
オーバイベント通知に基づいて、前記端末装置が、前記サービスの提供を受ける前記エッ
ジホストサーバを、移動元の前記エッジホストエリアの前記エッジホストサーバから移動
先の前記エッジホストエリアの前記エッジホストサーバに切り替えるためのサーバ切替通
知を行うサーバ切替通知機能、を実現させるためのコンピュータプログラムである。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明によれば、エッジホストエリア間を移動する端末装置がサービスの提供を受ける
エッジホストサーバを、移動前のエッジホストエリアのエッジホストサーバから移動先の
エッジホストエリアのエッジホストサーバに切り替えるまでの時間を短縮することができ
るという効果が得られる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】一実施形態に係る通信サービスシステムの概略構成例を示すブロック図である。
【図２】一実施形態に係る制御装置の機能構成例を示すブロック図である。
【図３】一実施形態に係る通信制御方法の初期接続段階の手順の例を示すシーケンス図で
ある。
【図４】一実施形態に係るサービス展開情報の構成例を示す図である。
【図５】一実施形態に係る無線基地局・ＧＷ管理表の構成例を示す図である。
【図６】一実施形態に係るセッション管理表の構成例を示す図である。
【図７】一実施形態に係る通信制御方法のサーバ切替段階の実施例１の手順を示すシーケ
ンス図である。
【図８】一実施形態に係るホストアドレス変更通知を含む通信経路変更完了通知信号の構
成例を示す図である。
【図９】一実施形態に係るホストアドレス変更通知信号の構成例を示す図である。
【図１０】一実施形態に係る通信制御方法のサーバ切替段階の実施例２の手順を示すシー
ケンス図である。
【図１１】一実施形態に係るＤＮＳトリガコマンドを含む通信経路変更完了通知信号の構
成例を示す図である。
【図１２】一実施形態に係るＤＮＳトリガコマンド信号の構成例を示す図である。
【図１３】一実施形態に係る通信制御方法のサーバ切替段階の実施例３の手順を示すシー
ケンス図である。
【図１４】一実施形態に係るサービス展開情報の他の構成例を示す図である。
【図１５】一実施形態に係る通信制御方法のサーバ切替段階の実施例４の手順を示すシー
ケンス図である。
【図１６】一実施形態に係る通信制御方法のサーバ切替段階の実施例５の手順を示すシー
ケンス図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　以下、図面を参照し、本発明の実施形態について説明する。
　図１は、本実施形態に係る通信サービスシステムの概略構成例を示すブロック図である
。図１において、破線は制御信号の通信経路を示し、実線はユーザデータの通信経路を示
す。図１に示される通信サービスシステム１は、複数のエッジホストエリアを有する。図
１には、本実施形態の一例として２つのエッジホストエリアＡ１，Ａ２が示される。各エ
ッジホストエリアＡ１，Ａ２には、ローカルゲートウェイ（ローカルＧＷ）４０と、エッ
ジホストサーバ５０と、無線基地局ＢＳ（Ａ１；ＢＳ１１，ＢＳ１２，ＢＳ１３、Ａ２；
ＢＳ２１，ＢＳ２２，ＢＳ２３）とが配置される。
【００２２】
　エッジホストエリアＡ１において、ローカルＧＷ４０（ローカルＧＷ１）は、エッジホ
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ストサーバ５０（エッジホスト１）と通信接続される。また、ローカルＧＷ４０（ローカ
ルＧＷ１）は、無線基地局ＢＳ１１，ＢＳ１２，ＢＳ１３と通信接続される。エッジホス
トエリアＡ２において、ローカルＧＷ４０（ローカルＧＷ２）は、エッジホストサーバ５
０（エッジホスト２）と通信接続される。また、ローカルＧＷ４０（ローカルＧＷ２）は
、無線基地局ＢＳ２１，ＢＳ２２，ＢＳ２３と通信接続される。
【００２３】
　制御装置１０は、各エッジホストエリアＡ１，Ａ２のローカルＧＷ４０と、サービス管
理装置２０とに通信接続される。サービス管理装置２０は、各エッジホストエリアＡ１，
Ａ２のエッジホストサーバ５０と、制御装置１０とに通信接続される。中央ゲートウェイ
３０は、各エッジホストエリアＡ１，Ａ２のローカルＧＷ４０と、インターネット３とに
通信接続される。インターネット３は、通信サービスシステム１の外部の通信ネットワー
クの一例である。
【００２４】
　端末装置ＵＥは、無線により無線基地局ＢＳに通信接続し、自己が通信接続する無線基
地局ＢＳを介して通信を行う。例えば、エッジホストエリアＡ１において、端末装置ＵＥ
は、自己が通信接続する無線基地局ＢＳ１１を介して、エッジホストサーバ５０（エッジ
ホスト１）にアクセスしたり、又は、インターネット３にアクセスしたりする。エッジホ
ストエリアＡ１において、端末装置ＵＥのユーザデータは、ローカルＧＷ４０（ローカル
ＧＷ１）を介して、エッジホストサーバ５０（エッジホスト１）との間で伝送されたり又
はさらに中央ゲートウェイ３０を介してインターネット３との間で伝送されたりする。エ
ッジホストエリアＡ２においても、同様に、端末装置ＵＥの通信が行われる。
【００２５】
　制御装置１０は、端末装置ＵＥの通信経路の制御等を行う。サービス管理装置２０は、
各エッジホストサーバ５０の管理を行う。エッジホストサーバ５０は、アプリケーション
等のサービス（以下、単にサービスと称する）を端末装置ＵＥに提供する機能を有する。
サービス管理装置２０は、エッジホストサーバ５０へサービス展開を行う。サービス管理
装置２０のサービス展開によって、エッジホストサーバ５０は、端末装置ＵＥにサービス
を提供する機能を有するサーバとして構成される。
【００２６】
　図１には、端末装置ＵＥの無線基地局間ハンドオーバの例が示される。図１において、
エッジホストエリアＡ１の無線基地局ＢＳ１１に通信接続する端末装置ＵＥは、ローカル
ＧＷ４０（ローカルＧＷ１）を介して、エッジホストサーバ５０（エッジホスト１）から
サービスの提供を受けている。次いで、端末装置ＵＥは、移動することによって、エッジ
ホストエリアＡ１の無線基地局ＢＳ１１からエッジホストエリアＡ２の無線基地局ＢＳ２
１へ、無線基地局間ハンドオーバを行う。この結果、エッジホストエリアＡ２の無線基地
局ＢＳ２１に通信接続する端末装置ＵＥは、ローカルＧＷ４０（ローカルＧＷ２）を介し
て、通信を行うことになる。
【００２７】
　本実施形態では、端末装置ＵＥがエッジホストエリアＡ１の無線基地局ＢＳ１１からエ
ッジホストエリアＡ２の無線基地局ＢＳ２１へ無線基地局間ハンドオーバを行う際に、エ
ッジホストエリアＡ１からエッジホストエリアＡ２へとエッジホストエリア間を移動する
端末装置ＵＥが、サービスの提供を受けるエッジホストサーバ５０を、移動元のエッジホ
ストエリアＡ１のエッジホストサーバ５０（エッジホスト１）から移動先のエッジホスト
エリアＡ２のエッジホストサーバ５０（エッジホスト２）に切り替えるためのサーバ切替
通知を行う。このサーバ切替通知によって、エッジホストエリアＡ２の無線基地局ＢＳ２
１に通信接続する端末装置ＵＥは、サービスの提供を受けるエッジホストサーバ５０を、
移動元のエッジホストエリアＡ１のエッジホストサーバ５０（エッジホスト１）から移動
先のエッジホストエリアＡ２のエッジホストサーバ５０（エッジホスト２）に、迅速に切
り替えることができる。これにより、エッジホストエリア間を移動する端末装置ＵＥがサ
ービスの提供を受けるエッジホストサーバ５０を、移動元のエッジホストエリアＡ１のエ
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ッジホストサーバ５０（エッジホスト１）から移動先のエッジホストエリアＡ２のエッジ
ホストサーバ５０（エッジホスト２）に切り替えるまでの時間を短縮することを図る。
【００２８】
　図２は、本実施形態に係る制御装置の機能構成例を示すブロック図である。図２におい
て、制御装置１０は、セッション管理部１１と、サービス展開情報管理部１２と、通信経
路制御部１３と、無線基地局・ＧＷ管理部１４とを備える。制御装置１０は、ＣＰＵ（Ce
ntral Processing Unit：中央演算処理装置）及びメモリ等のコンピュータハードウェア
を備え、ＣＰＵがメモリに格納されたコンピュータプログラムを実行することにより制御
装置１０の各部の機能が実現される。
【００２９】
　セッション管理部１１は、端末装置ＵＥがエッジホストサーバ５０からサービスの提供
を受けるために設定したデータ通信セッションを管理する。サービス展開情報管理部１２
は、エッジホストサーバ５０に展開された各種サービスとエッジホストサーバ５０とロー
カルＧＷ４０との関連付けを管理する。通信経路制御部１３は、端末装置ＵＥの通信経路
の制御を行う。無線基地局・ＧＷ管理部１４は、無線基地局ＢＳと、無線基地局ＢＳを収
容するローカルＧＷ４０との関連付けを管理する。
【００３０】
　次に本実施形態に係る通信制御方法を説明する。
　以下、本実施形態に係る通信制御方法の説明では、図１に示される端末装置ＵＥの無線
基地局間ハンドオーバ（無線基地局ＢＳ１１から無線基地局ＢＳ２１への無線基地局間ハ
ンドオーバ）を例に挙げて説明する。また、エッジホストエリアＡ１のローカルＧＷ４０
（ローカルＧＷ１）をローカルＧＷ１と称し、エッジホストエリアＡ２のローカルＧＷ４
０（ローカルＧＷ２）をローカルＧＷ２と称する。また、エッジホストエリアＡ１のエッ
ジホストサーバ５０（エッジホスト１）をエッジホスト１と称し、エッジホストエリアＡ
２のエッジホストサーバ５０（エッジホスト２）をエッジホスト２と称する。
【００３１】
［初期接続段階］
　まず、図３を参照して、本実施形態に係る通信制御方法の初期接続段階を説明する。図
３は、本実施形態に係る通信制御方法の初期接続段階の手順の例を示すシーケンス図であ
る。図３において、破線は制御信号の流れを示し、実線はユーザデータの流れを示す。図
３に示される初期接続段階は、端末装置ＵＥがエッジホストエリアＡ１の無線基地局ＢＳ
１１に通信接続してエッジホスト１からサービスの提供を受ける段階である。
【００３２】
（ステップＳ１）　サービス管理装置２０は、各エッジホスト１，２へ、サービス展開を
行う。このサービス展開によって、各エッジホスト１，２は、端末装置ＵＥへ提供するサ
ービス種別「／aaa.com」のサービスの提供機能を有する。
【００３３】
（ステップＳ２）　サービス管理装置２０は、サービス展開情報を制御装置１０へ送信す
る。制御装置１０は、サービス管理装置２０から受信したサービス展開情報を記憶する。
サービス展開情報は、制御装置１０のサービス展開情報管理部１２に記憶される。
【００３４】
　図４は、本実施形態に係るサービス展開情報の構成例を示す図である。図４において、
サービス展開情報は、サービス種別（又はサービスを受けるためのネットワークの名称（
ＮＷ名））と、当該サービスが展開されたエッジホストのＩＰアドレスと、当該エッジホ
ストに接続されるローカルＧＷを示すローカルＧＷ情報とが関連付けされた情報である。
なお、サービス種別、ＮＷ名及びローカルＧＷ情報は、それぞれ該当する識別子（識別番
号等）であってもよい。
【００３５】
（ステップＳ３）　端末装置ＵＥは、サービスの提供を受けるためにデータ通信セッショ
ンのセッション確立要求信号を、無線基地局ＢＳ１１へ送信する。当該セッション確立要
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求信号は、端末装置ＵＥの識別子（端末ＩＤ）「１１１１１１」と、セッション識別子（
セッションＩＤ）「１０１」と、サービス種別又はＮＷ名（ここでの例ではサービス種別
「／aaa.com」）とを含む。セッションＩＤは、データ通信セッションを識別するために
端末装置ＵＥが任意に付与するＩＤである。無線基地局ＢＳ１１は、端末装置ＵＥから受
信したセッション確立要求信号に自己の無線基地局ＩＤ「ＢＳ１１」を付加して当該セッ
ション確立要求信号を制御装置１０へ送信する。
【００３６】
（ステップＳ４）　制御装置１０は、無線基地局ＢＳ１１から受信したセッション確立要
求信号に応じて、端末装置ＵＥからのセッション確立要求を受け付けてよいか否かを判定
し、受け付ける場合にはセッション認証を行う。ここでは、端末装置ＵＥからのセッショ
ン確立要求が受け付けられてセッション認証が行われる。
【００３７】
（ステップＳ５）　制御装置１０は、無線基地局ＢＳ１１から受信したセッション確立要
求信号に含まれるサービス種別又はＮＷ名に基づいて、端末装置ＵＥの通信経路をローカ
ルＧＷ４０から外部のネットワークへ接続するように設定する必要があると判断する。次
いで、制御装置１０は、当該セッション確立要求信号に含まれる無線基地局ＩＤ「ＢＳ１
１」に基づいて、無線基地局・ＧＷ管理表（図５参照）から、無線基地局ＩＤ「ＢＳ１１
」に対応するローカルＧＷ１を選定する。
【００３８】
　図５は、本実施形態に係る無線基地局・ＧＷ管理表の構成例を示す図である。図５にお
いて、無線基地局・ＧＷ管理表は、無線基地局ＩＤとローカルＧＷ情報とを関連付けて格
納する。無線基地局・ＧＷ管理表は、無線基地局・ＧＷ管理部１４に記憶されている。
【００３９】
（ステップＳ６）　制御装置１０は、選定したローカルＧＷ１に対して、セッション確立
要求元の端末装置ＵＥとのデータ通信セッションの確立を要求する。このデータ通信セッ
ションの確立要求において、セッション確立要求元の端末装置ＵＥからのセッション確立
要求信号に含まれるサービス種別又はＮＷ名（ここでの例ではサービス種別「／aaa.com
」）に対応する通信経路がローカルＧＷ１に設定される。制御装置１０は、ローカルＧＷ
１からデータ通信セッションの確立要求の応答を受信する。
【００４０】
（ステップＳ７）　制御装置１０は、ローカルＧＷ１への通信経路の設定が完了しローカ
ルＧＷ１からデータ通信セッションの確立要求の応答を受信すると、無線基地局ＢＳ１１
へセッション確立応答信号を送信する。当該セッション確立応答信号は、サービス種別又
はＮＷ名（ここでの例ではサービス種別「／aaa.com」）に対応する無線リソースの設定
の指示を含む。
【００４１】
　次いで、制御装置１０は、端末装置ＵＥのデータ通信セッションの情報をセッション管
理表（図６参照）に追加する。セッション管理表は、セッション管理部１１に記憶されて
いる。
【００４２】
　図６は、本実施形態に係るセッション管理表の構成例を示す図である。図６において、
セッション管理表は、端末ＩＤと、セッションＩＤと、サービス種別と、接続先のローカ
ルＧＷを示す接続ローカルＧＷ情報と、エッジホストのＩＰアドレスとを関連付けて格納
する。ここでの例では、端末装置ＵＥの端末ＩＤ「１１１１１１」と、セッションＩＤ「
１０１」と、サービス種別「／aaa.com」と、接続先のローカルＧＷを示す接続ローカル
ＧＷ情報「ローカルＧＷ１」と、エッジホスト１のＩＰアドレス「１１．１１．１１．１
１」とが関連付けてセッション管理表に格納される。但し、エッジホスト１のＩＰアドレ
ス「１１．１１．１１．１１」は、端末装置ＵＥがセッションＩＤ「１０１」のデータ通
信セッションによりエッジホスト１と通信を行っていることが確認されてから、セッショ
ン管理表に追加される。
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【００４３】
（ステップＳ８）　無線基地局ＢＳ１１は、制御装置１０からセッション確立応答信号を
受信すると、サービス種別「／aaa.com」）に対応する無線リソースの割当を端末装置Ｕ
Ｅとの間で実施し、無線データチャネルを設定する。このステップＳ８の手順は、上記ス
テップＳ３のセッション確立要求に対するセッション確立の承認の手順である。
【００４４】
（ステップＳ９）　端末装置ＵＥは、サービス種別「／aaa.com」のサービスの提供を受
けるサーバのＩＰアドレスを解決するためのＤＮＳ要求信号を無線基地局ＢＳ１１へ送信
する。当該ＤＮＳ要求信号は、サービス種別「／aaa.com」のサービス「service_xyz」を
示す要求サービス名「serv://aaa/service_xyz」を含む。「serv」はサービスを受ける際
に使用するプロトコルの識別子である。無線基地局ＢＳ１１は、当該ＤＮＳ要求信号をロ
ーカルＧＷ１へ転送する。ローカルＧＷ１は、当該ＤＮＳ要求信号をエッジホスト１へ転
送する。
【００４５】
（ステップＳ１０）　エッジホスト１は、ローカルＧＷ１から受信したＤＮＳ要求信号を
検査し、当該ＤＮＳ要求信号に含まれる要求サービス名「serv://aaa/service_xyz」が自
己の提供サービス名に該当する場合、ＤＮＳ応答信号を返信する。当該ＤＮＳ応答信号は
、エッジホスト１のＩＰアドレス「１１．１１．１１．１１」を含む。なお、当該ＤＮＳ
応答信号は、該当するポート番号等の追加の情報を含んでもよい。
【００４６】
　エッジホスト１から返信されたＤＮＳ応答信号は、ローカルＧＷ１及び無線基地局ＢＳ
１１を介して端末装置ＵＥへ転送される。端末装置ＵＥは、当該ＤＮＳ応答信号からエッ
ジホスト１のＩＰアドレス「１１．１１．１１．１１」を取得する。
【００４７】
（ステップＳ１１）　端末装置ＵＥは、エッジホスト１のＩＰアドレス「１１．１１．１
１．１１」を使用してエッジホスト１にアクセスし、データ通信セッション（セッション
ＩＤ「１０１」）によりサービス種別「／aaa.com」のサービス「service_xyz」を要求す
る。
【００４８】
（ステップＳ１２）　端末装置ＵＥは、エッジホスト１から、データ通信セッション（セ
ッションＩＤ「１０１」）によりサービス種別「／aaa.com」のサービス「service_xyz」
の提供を受ける。
【００４９】
（ステップＳ１３）　ローカルＧＷ１は、上記ステップＳ６のデータ通信セッション（セ
ッションＩＤ「１０１」）の通信経路の設定後から、当該通信経路を流れるＩＰパケット
の宛先アドレスを監視する。ローカルＧＷ１は、監視の結果、当該通信経路を流れるＩＰ
パケットの宛先アドレスに基づいて、当該データ通信セッション（セッションＩＤ「１０
１」）により端末装置ＵＥがエッジホスト１と通信を行っているか否かを判断する。
【００５０】
（ステップＳ１４）　ローカルＧＷ１は、当該データ通信セッション（セッションＩＤ「
１０１」）により端末装置ＵＥがエッジホスト１と通信を行っていると判断した場合、制
御装置１０へ、セッション確認報告を送信する。制御装置１０は、ローカルＧＷ１からセ
ッション確認報告を受信すると、セッションＩＤ「１０１」に関連付けてエッジホスト１
のＩＰアドレス「１１．１１．１１．１１」をセッション管理表に追加する。これにより
、図６に例示されるように、端末装置ＵＥの端末ＩＤ「１１１１１１」と、セッションＩ
Ｄ「１０１」と、サービス種別「／aaa.com」と、接続ローカルＧＷ情報「ローカルＧＷ
１」と、エッジホスト１のＩＰアドレス「１１．１１．１１．１１」とが関連付けてセッ
ション管理表に格納される。
【００５１】
　以上が本実施形態に係る通信制御方法の初期接続段階の説明である。
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【００５２】
［サーバ切替段階］
　次に本実施形態に係る通信制御方法のサーバ切替段階についていくつかの実施例を挙げ
て説明する。サーバ切替段階は、エッジホストエリアＡ１のエッジホスト１からサービス
の提供を受けている端末装置ＵＥがエッジホストエリアＡ１の無線基地局ＢＳ１１からエ
ッジホストエリアＡ２の無線基地局ＢＳ２１へ無線基地局間ハンドオーバを行う際に、サ
ービスの提供を受けるエッジホストを、エッジホストエリアＡ１のエッジホスト１からエ
ッジホストエリアＡ２のエッジホスト２へ切り替える段階である。
【００５３】
［サーバ切替段階の実施例１］
　図７を参照して、本実施形態に係る通信制御方法のサーバ切替段階の実施例１を説明す
る。図７は、本実施形態に係る通信制御方法のサーバ切替段階の実施例１の手順を示すシ
ーケンス図である。図７において、破線は制御信号の流れを示し、実線はユーザデータの
流れを示す。
【００５４】
　図７に示されるサーバ切替段階の実施例１では、制御装置１０がサーバ切替通知部を備
える。本実施例１では、制御装置１０の通信経路制御部１３がサーバ切替通知部の機能を
有する。サーバ切替通知部は、エッジホストエリア間を移動する端末装置ＵＥが、サービ
スの提供を受けるエッジホストサーバを、移動元のエッジホストエリアのエッジホストサ
ーバから移動先のエッジホストエリアのエッジホストサーバに切り替えるためのサーバ切
替通知を行う。本実施例１では、サーバ切替通知は、切り替え先のエッジホストサーバの
ＩＰアドレスの通知である。
【００５５】
（ステップＳ１０１，Ｓ１０２）　図７において、最初、端末装置ＵＥは、上記した図３
の初期接続段階により、エッジホストエリアＡ１の無線基地局ＢＳ１１に通信接続し、エ
ッジホスト１のＩＰアドレス「１１．１１．１１．１１」を使用してエッジホスト１にア
クセスし、エッジホスト１から、データ通信セッション（セッションＩＤ「１０１」）に
よりサービス種別「／aaa.com」のサービス「service_xyz」の提供を受けている。
【００５６】
（ステップＳ１０３）　端末装置ＵＥが移動することによって、エッジホストエリアＡ１
の無線基地局ＢＳ１１からエッジホストエリアＡ２の無線基地局ＢＳ２１への端末装置Ｕ
Ｅの無線基地局間ハンドオーバが発生する。
【００５７】
（ステップＳ１０４）　無線基地局ＢＳ２１は、端末装置ＵＥの無線基地局間ハンドオー
バが発生すると、端末装置ＵＥの通信経路を当該無線基地局ＢＳ２１に変更する設定を要
求する通信経路変更要求信号を制御装置１０へ送信する。当該通信経路変更要求信号は、
端末装置ＵＥの端末ＩＤ「１１１１１１」及びデータ通信セッションのセッションＩＤ「
１０１」と、無線基地局ＢＳ２１の無線基地局ＩＤ「ＢＳ２１」とを含む。制御装置１０
は、無線基地局ＢＳ２１から通信経路変更要求信号を受信する。
【００５８】
（ステップＳ１０５）　制御装置１０は、無線基地局ＢＳ２１から受信した通信経路変更
要求信号に含まれる無線基地局ＩＤ「ＢＳ２１」に基づいて、無線基地局・ＧＷ管理表（
図５参照）から、無線基地局ＩＤ「ＢＳ２１」に対応するローカルＧＷ２を選定する。
【００５９】
（ステップＳ１０６）　制御装置１０は、選定したローカルＧＷ２に対して、無線基地局
ＢＳ２１から受信した通信経路変更要求信号に含まれるセッションＩＤ「１０１」のデー
タ通信セッションに関する経路設定を指示する。ローカルＧＷ２は、制御装置１０からの
経路設定の指示に従って、セッションＩＤ「１０１」のデータ通信セッションに関する通
信経路の設定を行う。
【００６０】
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（ステップＳ１０７）　制御装置１０は、ローカルＧＷ１に対して、当該セッションＩＤ
「１０１」のデータ通信セッションに関する経路変更を要求する。ローカルＧＷ１は、制
御装置１０からの経路変更の要求に応じて、セッションＩＤ「１０１」のデータ通信セッ
ションに関する通信経路の設定変更を行う。このローカルＧＷ１の通信経路の設定変更に
より、ローカルＧＷ１は、セッションＩＤ「１０１」のデータ通信セッションのデータ通
信を受信した場合、受信したデータ通信をローカルＧＷ２へ転送する。制御装置１０は、
ローカルＧＷ１から、セッションＩＤ「１０１」のデータ通信セッションに関する経路変
更要求の応答を受信する。
【００６１】
（ステップＳ１０８）　制御装置１０は、無線基地局ＢＳ２１へ、通信経路の変更完了を
通知する通信経路変更完了通知信号を送信する。このとき、制御装置１０は、当該通信経
路変更完了通知信号に、ホストアドレス変更通知を含める。当該ホストアドレス変更通知
は、端末装置ＵＥ（端末ＩＤ「１１１１１１」）のデータ通信セッション（セッションＩ
Ｄ「１０１」）についての切り替え先のエッジホストサーバ（エッジホスト２）のＩＰア
ドレス（「２２．２２．２２．２２」）の通知である。制御装置１０は、セッション管理
表（図６参照）から端末ＩＤ「１１１１１１」のセッションＩＤ「１０１」に関連付けら
れたサービス種別「／aaa.com」を取得し、取得したサービス種別「／aaa.com」及びロー
カルＧＷ２に関連付けられたエッジホスト２のＩＰアドレス「２２．２２．２２．２２」
をサービス展開情報（図４参照）から取得する。
【００６２】
　図８は、本実施形態に係るホストアドレス変更通知を含む通信経路変更完了通知信号の
構成例を示す図である。図８に例示されるように、通信経路変更完了通知信号は、メッセ
ージ識別子（メッセージＩＤ）「通信経路変更完了」と、端末ＩＤ「１１１１１１」と、
セッションＩＤ「１０１」と、サービス種別「／aaa.com」と、ホストアドレスの変更が
有ることを示すメッセージ「ホストアドレス変更有」及び新ホストアドレスであるエッジ
ホスト２のＩＰアドレス「２２．２２．２２．２２」とを含む。
【００６３】
　制御装置１０は、端末装置ＵＥ（端末ＩＤ「１１１１１１」）のデータ通信セッション
（セッションＩＤ「１０１」）についての変更をセッション管理表に反映する。ここでの
例では、図６のセッション管理表に対して、端末ＩＤ「１１１１１１」及びセッションＩ
Ｄ「１０１」に関連付けられる、接続ローカルＧＷ情報が「ローカルＧＷ１」から「ロー
カルＧＷ２」に変更され、また、エッジホストのＩＰアドレスがエッジホスト１のＩＰア
ドレス「１１．１１．１１．１１」からエッジホスト２のＩＰアドレス「２２．２２．２
２．２２」に変更される。
【００６４】
（ステップＳ１０９）　無線基地局ＢＳ２１は、制御装置１０から通信経路変更完了通知
信号を受信すると、ホストアドレス変更通知信号を端末装置ＵＥへ送信する。
【００６５】
　図９は、本実施形態に係るホストアドレス変更通知信号の構成例を示す図である。図９
に例示されるように、ホストアドレス変更通知信号は、メッセージＩＤ「ホストアドレス
変更通知」と、端末ＩＤ「１１１１１１」と、セッションＩＤ「１０１」と、サービス種
別「／aaa.com」と、新ホストアドレスであるエッジホスト２のＩＰアドレス「２２．２
２．２２．２２」とを含む。
【００６６】
（ステップＳ１１０）　端末装置ＵＥは、無線基地局ＢＳ２１からホストアドレス変更通
知信号を受信すると、受信したホストアドレス変更通知信号に基づいてホストサーバ切り
替え処理を実行する。本実施例１に係るホストサーバ切り替え処理は、セッションＩＤ「
１０１」のデータ通信セッションの相手のホストサーバのアドレスを新ホストアドレスの
ＩＰアドレス「２２．２２．２２．２２」に変更するホストアドレス変更処理である。当
該ホストアドレス変更処理では、セッションＩＤ「１０１」のデータ通信セッションのデ
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ータ通信の宛先アドレスが新ホストアドレスのＩＰアドレス「２２．２２．２２．２２」
に変更される。
【００６７】
（ステップＳ１１１，Ｓ１１２）　端末装置ＵＥは、ホストアドレス変更処理が完了する
と、エッジホストエリアＡ２の無線基地局ＢＳ２１に通信接続し、エッジホスト２のＩＰ
アドレス「２２．２２．２２．２２」を使用してエッジホスト２にアクセスし、エッジホ
スト２から、データ通信セッション（セッションＩＤ「１０１」）によりサービス種別「
／aaa.com」のサービス「service_xyz」の提供を受ける。
【００６８】
　上述したサーバ切替段階の実施例１によれば、エッジホストエリア間を移動する端末装
置ＵＥが、サービスの提供を受けるエッジホストサーバを、移動元のエッジホストエリア
のエッジホストサーバから移動先のエッジホストエリアのエッジホストサーバに切り替え
るためのサーバ切替通知（切り替え先のエッジホストサーバのＩＰアドレスの通知）を行
う。これにより、端末装置ＵＥは、通知された切り替え先のエッジホストサーバのＩＰア
ドレスを使用して、サービスの提供を受けるエッジホストサーバを、移動先のエッジホス
トエリアのエッジホストサーバに、迅速に切り替えることができる。これにより、エッジ
ホストエリア間を移動する端末装置ＵＥがサービスの提供を受けるエッジホストサーバを
、移動元のエッジホストエリアのエッジホストサーバから移動先のエッジホストエリアの
エッジホストサーバに切り替えるまでの時間を短縮することができるという効果が得られ
る。
【００６９】
［サーバ切替段階の実施例２］
　図１０を参照して、本実施形態に係る通信制御方法のサーバ切替段階の実施例２を説明
する。図１０は、本実施形態に係る通信制御方法のサーバ切替段階の実施例２の手順を示
すシーケンス図である。図１０において、破線は制御信号の流れを示し、実線はユーザデ
ータの流れを示す。また、図１０において、上述した図７に対応するステップには同一の
符号を付している。
【００７０】
　図１０に示されるサーバ切替段階の実施例２では、上述した図７の実施例１と同様に、
制御装置１０がサーバ切替通知部を備える。本実施例２に係るサーバ切替通知部は、上述
した図７の実施例１と同様に、エッジホストエリア間を移動する端末装置ＵＥが、サービ
スの提供を受けるエッジホストサーバを、移動元のエッジホストエリアのエッジホストサ
ーバから移動先のエッジホストエリアのエッジホストサーバに切り替えるためのサーバ切
替通知を行う。但し、本実施例２では、サーバ切替通知は、切り替え先のエッジホストサ
ーバのＩＰアドレスの解決を指示する通知である。
【００７１】
　図１０において、ステップＳ１０１からステップＳ１０７までが実施される。ステップ
Ｓ１０１からステップＳ１０７までは、上述した図７の実施例１と同じであるので、その
説明を省略する。ステップＳ１０７に次いでステップＳ１０８ａが実施される。
【００７２】
（ステップＳ１０８ａ）　制御装置１０は、無線基地局ＢＳ２１へ、通信経路の変更完了
を通知する通信経路変更完了通知信号を送信する。このとき、制御装置１０は、当該通信
経路変更完了通知信号に、ＤＮＳトリガコマンドを含める。当該ＤＮＳトリガコマンドは
、端末装置ＵＥ（端末ＩＤ「１１１１１１」）のデータ通信セッション（セッションＩＤ
「１０１」）についての切り替え先のエッジホストサーバのＩＰアドレスの解決を指示す
るコマンドである。
【００７３】
　図１１は、本実施形態に係るＤＮＳトリガコマンドを含む通信経路変更完了通知信号の
構成例を示す図である。図１１に例示されるように、通信経路変更完了通知信号は、メッ
セージＩＤ「通信経路変更完了」と、端末ＩＤ「１１１１１１」と、セッションＩＤ「１
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０１」と、サービス種別「／aaa.com」と、ＤＮＳ手順の再実行を指示するメッセージ「
ＤＮＳ手順再実行指示」とを含む。
【００７４】
（ステップＳ１０９ａ）　無線基地局ＢＳ２１は、制御装置１０から通信経路変更完了通
知信号を受信すると、ＤＮＳトリガコマンド信号を端末装置ＵＥへ送信する。
【００７５】
　図１２は、本実施形態に係るＤＮＳトリガコマンド信号の構成例を示す図である。図１
２に例示されるように、ＤＮＳトリガコマンド信号は、メッセージＩＤ「ＤＮＳ手順再実
行指示」と、端末ＩＤ「１１１１１１」と、セッションＩＤ「１０１」と、サービス種別
「／aaa.com」とを含む。
【００７６】
（ステップＳ１１０ａ）　端末装置ＵＥは、無線基地局ＢＳ２１からＤＮＳトリガコマン
ド信号を受信すると、受信したＤＮＳトリガコマンド信号に基づいてホストサーバ切り替
え処理を実行する。本実施例２に係るホストサーバ切り替え処理は、ＤＮＳ手順の再実行
処理と、ホストアドレス変更処理とである。
【００７７】
（ステップＳ１１０ａ－１、Ｓ１１０ａ－２：ＤＮＳ手順の再実行処理）　端末装置ＵＥ
は、サービス種別「／aaa.com」のサービスの提供を受けるサーバのＩＰアドレスを解決
するためのＤＮＳ要求信号を無線基地局ＢＳ２１へ送信する。当該ＤＮＳ要求信号は、サ
ービス種別「／aaa.com」のサービス「service_xyz」を示す要求サービス名「serv://aaa
/service_xyz」を含む。無線基地局ＢＳ２１は、当該ＤＮＳ要求信号をローカルＧＷ２へ
転送する。ローカルＧＷ２は、当該ＤＮＳ要求信号をエッジホスト２へ転送する。エッジ
ホスト２は、ローカルＧＷ２から受信したＤＮＳ要求信号を検査し、当該ＤＮＳ要求信号
に含まれる要求サービス名「serv://aaa/service_xyz」が自己の提供サービス名に該当す
る場合、ＤＮＳ応答信号を返信する。当該ＤＮＳ応答信号は、エッジホスト２のＩＰアド
レス「２２．２２．２２．２２」を含む。なお、当該ＤＮＳ応答信号は、該当するポート
番号等の追加の情報を含んでもよい。エッジホスト２から返信されたＤＮＳ応答信号は、
ローカルＧＷ２及び無線基地局ＢＳ２１を介して端末装置ＵＥへ転送される。端末装置Ｕ
Ｅは、当該ＤＮＳ応答信号からエッジホスト２のＩＰアドレス「２２．２２．２２．２２
」を取得する。
【００７８】
（ステップＳ１１０ａ－３：ホストアドレス変更処理）　端末装置ＵＥは、セッションＩ
Ｄ「１０１」のデータ通信セッションの相手のホストサーバのアドレスを、ＤＮＳ手順の
再実行処理によって取得したエッジホスト２のＩＰアドレス「２２．２２．２２．２２」
に変更するホストアドレス変更処理を実行する。当該ホストアドレス変更処理では、セッ
ションＩＤ「１０１」のデータ通信セッションのデータ通信の宛先アドレスが新ホストア
ドレスのＩＰアドレス「２２．２２．２２．２２」に変更される。
【００７９】
　次いでステップＳ１１１，Ｓ１１２が実行される。ステップＳ１０１，Ｓ１１２は、上
述した図７の実施例１と同じである。
【００８０】
　上述したサーバ切替段階の実施例２によれば、エッジホストエリア間を移動する端末装
置ＵＥが、サービスの提供を受けるエッジホストサーバを、移動元のエッジホストエリア
のエッジホストサーバから移動先のエッジホストエリアのエッジホストサーバに切り替え
るためのサーバ切替通知（切り替え先のエッジホストサーバのＩＰアドレスの解決を指示
する通知）を行う。これにより、端末装置ＵＥは、通知されたＩＰアドレス解決指示によ
り切り替え先のエッジホストサーバのＩＰアドレスの解決を行って、切り替え先のエッジ
ホストサーバのＩＰアドレスを取得し、取得した切り替え先のエッジホストサーバのＩＰ
アドレスを使用して、サービスの提供を受けるエッジホストサーバを、移動先のエッジホ
ストエリアのエッジホストサーバに、迅速に切り替えることができる。これにより、エッ
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ジホストエリア間を移動する端末装置ＵＥがサービスの提供を受けるエッジホストサーバ
を、移動元のエッジホストエリアのエッジホストサーバから移動先のエッジホストエリア
のエッジホストサーバに切り替えるまでの時間を短縮することができるという効果が得ら
れる。
【００８１】
［サーバ切替段階の実施例３］
　図１３を参照して、本実施形態に係る通信制御方法のサーバ切替段階の実施例３を説明
する。図１３は、本実施形態に係る通信制御方法のサーバ切替段階の実施例３の手順を示
すシーケンス図である。図１３において、破線は制御信号の流れを示し、実線はユーザデ
ータの流れを示す。また、図１３において、上述した図７に対応するステップには同一の
符号を付している。
【００８２】
　図１３に示されるサーバ切替段階の実施例３では、上述した図７の実施例１と同様に、
制御装置１０がサーバ切替通知部を備える。本実施例３に係るサーバ切替通知部は、上述
した図７の実施例１と同様に、エッジホストエリア間を移動する端末装置ＵＥが、サービ
スの提供を受けるエッジホストサーバを、移動元のエッジホストエリアのエッジホストサ
ーバから移動先のエッジホストエリアのエッジホストサーバに切り替えるためのサーバ切
替通知を行う。本実施例３では、サーバ切替通知は、上述した図７の実施例１と同様に、
切り替え先のエッジホストサーバのＩＰアドレスの通知である。
【００８３】
　但し、本実施例３では、サーバ切替通知部は、端末装置ＵＥが移動するエッジホストエ
リア間で当該端末装置ＵＥに提供するサービスのサービスハンドオーバ処理が完了してか
らサーバ切替通知を行う。サービスハンドオーバ（サービスＨＯ）処理は、移動元のエッ
ジホストエリアのエッジホストサーバが端末装置ＵＥに提供しているサービスを、移動先
のエッジホストエリアのエッジホストサーバが引き続き当該端末装置ＵＥに提供できるよ
うに、当該サービスのサービス提供状態を、移動元のエッジホストエリアのエッジホスト
サーバから移動先のエッジホストエリアのエッジホストサーバへ引き継ぐ処理である。
【００８４】
　図１３において、ステップＳ１０１からステップＳ１０７までが実施される。ステップ
Ｓ１０１からステップＳ１０７までは、上述した図７の実施例１と同じであるので、その
説明を省略する。ステップＳ１０７に次いでステップＳ２０１が実施される。
【００８５】
（ステップＳ２０１）　制御装置１０は、サービス管理装置２０へ、ハンドオーバ（ＨＯ
）イベントを通知する。当該ＨＯイベントは、端末ＩＤ「１１１１１１」と、セッション
ＩＤ「１０１」と、サービス種別「／aaa.com」と、ＨＯ前の接続ローカルＧＷ情報「ロ
ーカルＧＷ１」と、ＨＯ後の接続ローカルＧＷ情報「ローカルＧＷ２」とを含む。
【００８６】
（ステップＳ２０２）　サービス管理装置２０は、制御装置１０からＨＯイベントの通知
を受信すると、当該ＨＯイベントに基づいて、サービス種別「／aaa.com」の提供機能を
有するエッジホストであるＨＯ前のローカルＧＷ１に対応するエッジホスト１及びＨＯ後
のローカルＧＷ２に対応するエッジホスト２へ、サービスＨＯを指示するＨＯイベントを
通知する。当該サービスＨＯを指示するＨＯイベントは、端末ＩＤ「１１１１１１」と、
セッションＩＤ「１０１」と、サービス種別「／aaa.com」と、サービスＨＯ元のエッジ
ホスト１のＩＰアドレス「１１．１１．１１．１１」と、サービスＨＯ先のエッジホスト
２のＩＰアドレス「１１．１１．１１．１１」とを含む。
【００８７】
（ステップＳ２０３）　サービスＨＯ元のエッジホスト１とサービスＨＯ先のエッジホス
ト２とは、端末ＩＤ「１１１１１１」のセッションＩＤ「１０１」のデータ通信セッショ
ンにより提供しているサービス種別「／aaa.com」のサービス「service_xyz」のサービス
提供状態を、サービスＨＯ元のエッジホスト１からサービスＨＯ先のエッジホスト２へ引
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き継ぐサービスＨＯ処理を実行する。
【００８８】
（ステップＳ２０４）　サービスＨＯ元のエッジホスト１及びサービスＨＯ先のエッジホ
スト２は、サービスＨＯ処理が完了すると、それぞれサービスＨＯ完了をサービス管理装
置２０へ通知する。
【００８９】
（ステップＳ２０５）　サービス管理装置２０は、サービスＨＯ元のエッジホスト１及び
サービスＨＯ先のエッジホスト２からサービスＨＯ完了通知を受信すると、サービスＨＯ
完了を制御装置１０へ通知する。
【００９０】
（ステップＳ１０８ｂ）　制御装置１０は、サービス管理装置２０からサービスＨＯ完了
通知を受信した場合に、無線基地局ＢＳ２１へ、通信経路の変更完了を通知する通信経路
変更完了通知信号を送信する。当該通信経路変更完了通知信号は、ホストアドレス変更通
知を含む。したがって、本実施例３では、制御装置１０は、サービス管理装置２０からサ
ービスＨＯ完了通知を受信してから（つまり、サービスＨＯ処理が完了してから）、無線
基地局ＢＳ２１へ、ホストアドレス変更通知を含む通信経路変更完了通知信号を送信する
。
【００９１】
　次いでステップＳ１０９からステップＳ１１２までが実施される。ステップＳ１０９か
らステップＳ１１２までは、上述した図７の実施例１と同じである。
【００９２】
　上述したサーバ切替段階の実施例３によれば、上述した実施例１と同様に、端末装置Ｕ
Ｅは、通知された切り替え先のエッジホストサーバのＩＰアドレスを使用して、サービス
の提供を受けるエッジホストサーバを、移動先のエッジホストエリアのエッジホストサー
バに、迅速に切り替えることができる。これにより、エッジホストエリア間を移動する端
末装置ＵＥがサービスの提供を受けるエッジホストサーバを、移動元のエッジホストエリ
アのエッジホストサーバから移動先のエッジホストエリアのエッジホストサーバに切り替
えるまでの時間を短縮することができるという効果が得られる。
【００９３】
　また、上述した実施例３によれば、移動元のエッジホストエリアのエッジホストサーバ
から移動先のエッジホストエリアのエッジホストサーバへサービス提供状態を引き継ぐサ
ービスＨＯ処理が完了してから、サーバ切替通知（切り替え先のエッジホストサーバのＩ
Ｐアドレスの通知）が行われる。これにより、移動先のエッジホストエリアのエッジホス
トサーバへのサービス提供状態の引継ぎが未完了の状態で、端末装置ＵＥがサービスの提
供を受けるエッジホストサーバを移動先のエッジホストエリアのエッジホストサーバに切
り替えることを防止し、端末装置ＵＥが提供を受けるサービスの継続性を高める効果が得
られる。
【００９４】
　なお、サービスＨＯ処理が完了するまでエッジホストの切り替えを保留するか否かを選
択するように構成してもよい。図１４は、本実施形態に係るサービス展開情報の他の構成
例を示す図である。図１４に示されるサービス展開情報には、上述した図４のサービス展
開情報に対してさらに、切替保留の有り「Ｙｅｓ」又は無し「Ｎｏ」を示す切替保留情報
が追加されている。切替保留有り「Ｙｅｓ」の場合はサービスＨＯ処理が完了するまでエ
ッジホストの切り替えを保留し、一方、切替保留無し「Ｎｏ」の場合は保留なしで直ぐに
エッジホストの切り替えを実行する。
【００９５】
　図１４に示されるサービス展開情報は、サービス管理装置２０から制御装置１０へ送信
され、制御装置１０のサービス展開情報管理部１２に記憶される。制御装置１０は、図１
４に示されるサービス展開情報に基づいて、ホストアドレス変更通知を含む通信経路変更
完了通知信号を無線基地局ＢＳ２１へ送信するタイミングを、サービス管理装置２０から



(18) JP 2020-10226 A 2020.1.16

10

20

30

40

50

サービスＨＯ完了通知を受信するまで（つまり、サービスＨＯ処理が完了するまで）保留
するか否かを判断する。
【００９６】
　なお、上述した実施例３において、サーバ切替通知を、上述した図１０に示される実施
例２と同様に、切り替え先のエッジホストサーバのＩＰアドレスの解決を指示する通知（
ＤＮＳトリガコマンド）に変更してもよい。
【００９７】
［サーバ切替段階の実施例４］
　図１５を参照して、本実施形態に係る通信制御方法のサーバ切替段階の実施例４を説明
する。図１５は、本実施形態に係る通信制御方法のサーバ切替段階の実施例４の手順を示
すシーケンス図である。図１５において、破線は制御信号の流れを示し、実線はユーザデ
ータの流れを示す。また、図１５において、上述した図７に対応するステップには同一の
符号を付している。
【００９８】
　図１５に示されるサーバ切替段階の実施例４では、エッジホスト１がサーバ切替通知部
を備える。本実施例４に係るサーバ切替通知部は、エッジホストエリア間を移動する端末
装置ＵＥが、サービスの提供を受けるエッジホストサーバを、移動元のエッジホストエリ
アのエッジホストサーバから移動先のエッジホストエリアのエッジホストサーバに切り替
えるためのサーバ切替通知を行う。本実施例４では、サーバ切替通知は、切り替え先のエ
ッジホストサーバのＩＰアドレスの通知である。
【００９９】
　図１５において、ステップＳ１０１からステップＳ１０３までが実施される。ステップ
Ｓ１０１からステップＳ１０３までは、上述した図７の実施例１と同じであるので、その
説明を省略する。ステップＳ１０３に次いでステップＳ３０１が実施される。
【０１００】
（ステップＳ３０１）　端末装置ＵＥの無線基地局間ハンドオーバのＨＯ元の無線基地局
ＢＳ１１は、当該無線基地局間ハンドオーバが発生すると、自己のエッジホストエリアＡ
１のエッジホスト１へ、ＨＯイベントを通知する。当該ＨＯイベントは、端末装置ＵＥの
端末ＩＤ「１１１１１１」、データ通信セッションのセッションＩＤ「１０１」及びサー
ビス種別「／aaa.com」と、ＨＯ元の無線基地局ＢＳ１１の無線基地局ＩＤ「ＢＳ１１」
と、ＨＯ先の無線基地局ＢＳ２１の無線基地局ＩＤ「ＢＳ２１」とを含む。エッジホスト
１は、無線基地局ＢＳ１１から受信したＨＯイベントの通知に基づいて、ＨＯ元の無線基
地局ＢＳ１１からＨＯ先の無線基地局ＢＳ２１への無線基地局間ハンドオーバに起因する
サービスＨＯ処理が必要であると判断する。
【０１０１】
（ステップＳ３０２）　端末装置ＵＥの無線基地局間ハンドオーバのＨＯ先の無線基地局
ＢＳ２１は、当該無線基地局間ハンドオーバが発生すると、自己のエッジホストエリアＡ
２のエッジホスト２へ、ＨＯイベントを通知する。当該ＨＯイベントは、端末装置ＵＥの
端末ＩＤ「１１１１１１」、データ通信セッションのセッションＩＤ「１０１」及びサー
ビス種別「／aaa.com」と、ＨＯ元の無線基地局ＢＳ１１の無線基地局ＩＤ「ＢＳ１１」
と、ＨＯ先の無線基地局ＢＳ２１の無線基地局ＩＤ「ＢＳ２１」とを含む。エッジホスト
２は、無線基地局ＢＳ２１から受信したＨＯイベントの通知に基づいて、ＨＯ元の無線基
地局ＢＳ１１からＨＯ先の無線基地局ＢＳ２１への無線基地局間ハンドオーバに起因する
サービスＨＯ処理が必要であると判断する。
【０１０２】
（ステップＳ３０３）　エッジホスト１（サービスＨＯ元のエッジホスト）とエッジホス
ト２（サービスＨＯ先のエッジホスト）とは、端末ＩＤ「１１１１１１」のセッションＩ
Ｄ「１０１」のデータ通信セッションにより提供しているサービス種別「／aaa.com」の
サービス「service_xyz」のサービス提供状態を、サービスＨＯ元のエッジホスト１から
サービスＨＯ先のエッジホスト２へ引き継ぐサービスＨＯ処理を実行する。
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【０１０３】
　また、ステップＳ１０４からステップＳ１０７までが実施される。ステップＳ１０４か
らステップＳ１０７までは、上述した図７の実施例１と同じである。ステップＳ１０７に
次いでステップＳ１０８ｃが実施される。
【０１０４】
（ステップＳ１０８ｃ）　制御装置１０は、無線基地局ＢＳ２１へ、通信経路の変更完了
を通知する通信経路変更完了通知信号を送信する。但し、当該通信経路変更完了通知信号
は、ホストアドレス変更通知を含まない。したがって、無線基地局ＢＳ２１は、当該通信
経路変更完了通知信号を受信しても、ホストアドレス変更通知信号を端末装置ＵＥへ送信
しない。
【０１０５】
（ステップＳ３０４）　エッジホスト１は、上記ステップＳ３０３のサービスＨＯ処理が
完了すると、ホストアドレス変更コマンドを無線基地局ＢＳ２１へ送信する。当該ホスト
アドレス変更コマンドは、端末装置ＵＥ（端末ＩＤ「１１１１１１」）のデータ通信セッ
ション（セッションＩＤ「１０１」）についての切り替え先のエッジホストサーバ（エッ
ジホスト２）のＩＰアドレス（「２２．２２．２２．２２」）を通知するコマンドである
。当該ホストアドレス変更コマンドは、エッジホスト１から、ローカルＧＷ１及びローカ
ルＧＷ２を介して無線基地局ＢＳ２１へ伝送される。
【０１０６】
（ステップＳ１０９ｃ）　無線基地局ＢＳ２１は、エッジホスト１からホストアドレス変
更コマンドを受信すると、ホストアドレス変更通知信号を端末装置ＵＥへ送信する。当該
ホストアドレス変更通知信号は、上述した実施例１（図９参照）と同じである。
【０１０７】
　次いでステップＳ１１０からステップＳ１１２までが実施される。ステップＳ１１０か
らステップＳ１１２までは、上述した図７の実施例１と同じである。
【０１０８】
　上述したサーバ切替段階の実施例４によれば、エッジホストエリア間を移動する端末装
置ＵＥが、サービスの提供を受けるエッジホストサーバを、移動元のエッジホストエリア
のエッジホストサーバから移動先のエッジホストエリアのエッジホストサーバに切り替え
るためのサーバ切替通知（切り替え先のエッジホストサーバのＩＰアドレスの通知）を行
う。これにより、端末装置ＵＥは、通知された切り替え先のエッジホストサーバのＩＰア
ドレスを使用して、サービスの提供を受けるエッジホストサーバを、移動先のエッジホス
トエリアのエッジホストサーバに、迅速に切り替えることができる。これにより、エッジ
ホストエリア間を移動する端末装置ＵＥがサービスの提供を受けるエッジホストサーバを
、移動元のエッジホストエリアのエッジホストサーバから移動先のエッジホストエリアの
エッジホストサーバに切り替えるまでの時間を短縮することができるという効果が得られ
る。
【０１０９】
　また、上述した実施例４によれば、移動元のエッジホストエリアのエッジホストサーバ
から移動先のエッジホストエリアのエッジホストサーバへサービス提供状態を引き継ぐサ
ービスＨＯ処理が完了してから、サーバ切替通知（切り替え先のエッジホストサーバのＩ
Ｐアドレスの通知）が行われる。これにより、移動先のエッジホストエリアのエッジホス
トサーバへのサービス提供状態の引継ぎが未完了の状態で、端末装置ＵＥがサービスの提
供を受けるエッジホストサーバを移動先のエッジホストエリアのエッジホストサーバに切
り替えることを防止し、端末装置ＵＥが提供を受けるサービスの継続性を高める効果が得
られる。
【０１１０】
　なお、上述した実施例４において、サーバ切替通知を、上述した図１０に示される実施
例２と同様に、切り替え先のエッジホストサーバのＩＰアドレスの解決を指示する通知（
ＤＮＳトリガコマンド）に変更してもよい。
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【０１１１】
［サーバ切替段階の実施例５］
　図１６を参照して、本実施形態に係る通信制御方法のサーバ切替段階の実施例５を説明
する。図１６は、本実施形態に係る通信制御方法のサーバ切替段階の実施例５の手順を示
すシーケンス図である。図１６において、破線は制御信号の流れを示し、実線はユーザデ
ータの流れを示す。また、図１６において、上述した図７に対応するステップには同一の
符号を付している。
【０１１２】
　図１６に示されるサーバ切替段階の実施例５では、エッジホスト１がサーバ切替通知部
を備える。本実施例５に係るサーバ切替通知部は、エッジホストエリア間を移動する端末
装置ＵＥが、サービスの提供を受けるエッジホストサーバを、移動元のエッジホストエリ
アのエッジホストサーバから移動先のエッジホストエリアのエッジホストサーバに切り替
えるためのサーバ切替通知を行う。本実施例５では、サーバ切替通知は、切り替え先のエ
ッジホストサーバのＩＰアドレスの通知である。
【０１１３】
　図１５において、ステップＳ１０１からステップＳ１０７までが実施される。ステップ
Ｓ１０１からステップＳ１０７までは、上述した図７の実施例１と同じであるので、その
説明を省略する。ステップＳ１０７に次いでステップＳ１０８ｃが実施される。
【０１１４】
（ステップＳ１０８ｃ）　制御装置１０は、無線基地局ＢＳ２１へ、通信経路の変更完了
を通知する通信経路変更完了通知信号を送信する。但し、当該通信経路変更完了通知信号
は、ホストアドレス変更通知を含まない。したがって、無線基地局ＢＳ２１は、当該通信
経路変更完了通知信号を受信しても、ホストアドレス変更通知信号を端末装置ＵＥへ送信
しない。
【０１１５】
（ステップＳ４０１）　制御装置１０は、サービス管理装置２０へ、ＨＯイベントを通知
する。当該ＨＯイベントは、端末ＩＤ「１１１１１１」と、セッションＩＤ「１０１」と
、サービス種別「／aaa.com」と、ＨＯ前の接続ローカルＧＷ情報「ローカルＧＷ１」と
、ＨＯ後の接続ローカルＧＷ情報「ローカルＧＷ２」とを含む。
【０１１６】
（ステップＳ４０２）　サービス管理装置２０は、制御装置１０からＨＯイベントの通知
を受信すると、当該ＨＯイベントに基づいて、サービス種別「／aaa.com」の提供機能を
有するエッジホストであるＨＯ前のローカルＧＷ１に対応するエッジホスト１及びＨＯ後
のローカルＧＷ２に対応するエッジホスト２へ、サービスＨＯを指示するＨＯイベントを
通知する。当該サービスＨＯを指示するＨＯイベントは、端末ＩＤ「１１１１１１」と、
セッションＩＤ「１０１」と、サービス種別「／aaa.com」と、サービスＨＯ元のエッジ
ホスト１のＩＰアドレス「１１．１１．１１．１１」と、サービスＨＯ先のエッジホスト
２のＩＰアドレス「１１．１１．１１．１１」とを含む。
【０１１７】
（ステップＳ４０３）　サービスＨＯ元のエッジホスト１とサービスＨＯ先のエッジホス
ト２とは、端末ＩＤ「１１１１１１」のセッションＩＤ「１０１」のデータ通信セッショ
ンにより提供しているサービス種別「／aaa.com」のサービス「service_xyz」のサービス
提供状態を、サービスＨＯ元のエッジホスト１からサービスＨＯ先のエッジホスト２へ引
き継ぐサービスＨＯ処理を実行する。
【０１１８】
（ステップＳ４０４）　エッジホスト１は、サービスＨＯ処理が完了すると、ホストアド
レス変更コマンドを無線基地局ＢＳ２１へ送信する。当該ホストアドレス変更コマンドは
、端末装置ＵＥ（端末ＩＤ「１１１１１１」）のデータ通信セッション（セッションＩＤ
「１０１」）についての切り替え先のエッジホストサーバ（エッジホスト２）のＩＰアド
レス（「２２．２２．２２．２２」）を通知するコマンドである。当該ホストアドレス変
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更コマンドは、エッジホスト１から、ローカルＧＷ１及びローカルＧＷ２を介して無線基
地局ＢＳ２１へ伝送される。
【０１１９】
（ステップＳ１０９ｃ）　無線基地局ＢＳ２１は、エッジホスト１からホストアドレス変
更コマンドを受信すると、ホストアドレス変更通知信号を端末装置ＵＥへ送信する。当該
ホストアドレス変更通知信号は、上述した実施例１（図９参照）と同じである。
【０１２０】
　次いでステップＳ１１０からステップＳ１１２までが実施される。ステップＳ１１０か
らステップＳ１１２までは、上述した図７の実施例１と同じである。
【０１２１】
　上述したサーバ切替段階の実施例５によれば、エッジホストエリア間を移動する端末装
置ＵＥが、サービスの提供を受けるエッジホストサーバを、移動元のエッジホストエリア
のエッジホストサーバから移動先のエッジホストエリアのエッジホストサーバに切り替え
るためのサーバ切替通知（切り替え先のエッジホストサーバのＩＰアドレスの通知）を行
う。これにより、端末装置ＵＥは、通知された切り替え先のエッジホストサーバのＩＰア
ドレスを使用して、サービスの提供を受けるエッジホストサーバを、移動先のエッジホス
トエリアのエッジホストサーバに、迅速に切り替えることができる。これにより、エッジ
ホストエリア間を移動する端末装置ＵＥがサービスの提供を受けるエッジホストサーバを
、移動元のエッジホストエリアのエッジホストサーバから移動先のエッジホストエリアの
エッジホストサーバに切り替えるまでの時間を短縮することができるという効果が得られ
る。
【０１２２】
　また、上述した実施例５によれば、移動元のエッジホストエリアのエッジホストサーバ
から移動先のエッジホストエリアのエッジホストサーバへサービス提供状態を引き継ぐサ
ービスＨＯ処理が完了してから、サーバ切替通知（切り替え先のエッジホストサーバのＩ
Ｐアドレスの通知）が行われる。これにより、移動先のエッジホストエリアのエッジホス
トサーバへのサービス提供状態の引継ぎが未完了の状態で、端末装置ＵＥがサービスの提
供を受けるエッジホストサーバを移動先のエッジホストエリアのエッジホストサーバに切
り替えることを防止し、端末装置ＵＥが提供を受けるサービスの継続性を高める効果が得
られる。
【０１２３】
　なお、上述した実施例５において、サーバ切替通知を、上述した図１０に示される実施
例２と同様に、切り替え先のエッジホストサーバのＩＰアドレスの解決を指示する通知（
ＤＮＳトリガコマンド）に変更してもよい。
【０１２４】
　以上が本実施形態に係る通信制御方法のサーバ切替段階の説明である。
【０１２５】
　上述したように本実施形態によれば、エッジホストエリア間を移動する端末装置ＵＥが
サービスの提供を受けるエッジホストサーバを、移動元のエッジホストエリアのエッジホ
ストサーバから移動先のエッジホストエリアのエッジホストサーバに切り替えるまでの時
間を短縮することができる。これにより、エッジホストサーバからアプリケーションのサ
ービスの提供を受けている端末装置ＵＥがエッジホストエリア間を移動する無線基地局間
ハンドオーバによって、当該アプリケーションの処理遅延が増大することを防止すること
ができる。
【０１２６】
　以上、本発明の実施形態について図面を参照して詳述してきたが、具体的な構成はこの
実施形態に限られるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲の設計変更等も含まれ
る。
【０１２７】
　また、上述した各装置の機能を実現するためのコンピュータプログラムをコンピュータ
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読み取り可能な記録媒体に記録して、この記録媒体に記録されたプログラムをコンピュー
タシステムに読み込ませ、実行するようにしてもよい。なお、ここでいう「コンピュータ
システム」とは、ＯＳや周辺機器等のハードウェアを含むものであってもよい。
　また、「コンピュータ読み取り可能な記録媒体」とは、フレキシブルディスク、光磁気
ディスク、ＲＯＭ、フラッシュメモリ等の書き込み可能な不揮発性メモリ、ＤＶＤ（Digi
tal Versatile Disc）等の可搬媒体、コンピュータシステムに内蔵されるハードディスク
等の記憶装置のことをいう。
【０１２８】
　さらに「コンピュータ読み取り可能な記録媒体」とは、インターネット等のネットワー
クや電話回線等の通信回線を介してプログラムが送信された場合のサーバやクライアント
となるコンピュータシステム内部の揮発性メモリ（例えばＤＲＡＭ（Dynamic Random Acc
ess Memory））のように、一定時間プログラムを保持しているものも含むものとする。
　また、上記プログラムは、このプログラムを記憶装置等に格納したコンピュータシステ
ムから、伝送媒体を介して、あるいは、伝送媒体中の伝送波により他のコンピュータシス
テムに伝送されてもよい。ここで、プログラムを伝送する「伝送媒体」は、インターネッ
ト等のネットワーク（通信網）や電話回線等の通信回線（通信線）のように情報を伝送す
る機能を有する媒体のことをいう。
　また、上記プログラムは、前述した機能の一部を実現するためのものであっても良い。
さらに、前述した機能をコンピュータシステムにすでに記録されているプログラムとの組
み合わせで実現できるもの、いわゆる差分ファイル（差分プログラム）であっても良い。
【符号の説明】
【０１２９】
１…通信サービスシステム、３…インターネット、１０…制御装置、１１…セッション管
理部、１２…サービス展開情報管理部、１３…通信経路制御部、１４…無線基地局・ＧＷ
管理部、２０…サービス管理装置、３０…中央ゲートウェイ、４０…ローカルゲートウェ
イ、５０…エッジホストサーバ、Ａ１，Ａ２…エッジホストエリア、ＢＳ…無線基地局、
ＵＥ…端末装置
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